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　本県の浄法寺町を中心とする県北地区は、漆液の産地

として、年間約 1.6ｔの生産量（平成 13年度）を誇り、

国内シェアの約 70％を占める全国最大の生産地である。

　漆液の採取は６月初旬から 10月一杯までの５ヶ月間

にわたって、漆樹の表面に傷を付け、滲出する樹液を篦

で掻き取って行うが、８年から 10年かけて育成した漆

樹から、年間で約 200ｇ程度の量しか採取できず、その

作業効率は極めて低く、結果として、その価格も１ｋｇ

あたり４万円程度と、非常に高価なものになっている。

　また、浄法寺地区の漆採取業者は現在 40名ほどの漆

掻き職人が採取を行っているが、職人の平均年齢が 60

歳以上と高齢化しており、作業効率の低さ、労働環境の

悪さ、限定された採取期間による年収の低さ等の条件に

より、何らかの対策を講じないと将来的に衰退すること

が懸念されている。そこで、漆液の採取効率の向上を図

るために、漆樹にホルモン剤を投与して、漆液の分泌量

を増加させる技術の開発、並びに簡便に漆液の品質評価

を行う技術の開発、漆の活用を促進するための、速乾性

漆液の加工装置の開発を当センターと林業技術センター

の共同研究として平成 12年度から 13年度の２カ年間に

わたり実施した。

　　　２　実験方法　　　２　実験方法　　　２　実験方法　　　２　実験方法　　　２　実験方法

２－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討２－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討２－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討２－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討２－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討

　漆液は樹皮が損傷を受けると、それが刺激となって漆

液がその傷害部分を中心に分泌され、傷口をふさぎ、傷

口が硬化すると分泌は止まる。そこで、薬剤の施与によ

り、継続的に樹木に損傷時と同等の刺激を与え続け、漆

液の分泌を長期にわたり継続させることが考えられる。

　この手法は既に、他の樹木に対して傷害刺激を与える

ことで成長を促進させる技法として用いられており、今

回は漆液の分泌に対する応用として検討することになっ

た。試験採取する漆液は、浄法寺吉田地区の日本文化財

漆協会の植林地で植栽されている漆樹から採取すること

にし、植裁林の同一斜面上に植裁されている樹齢 13年

の漆樹を 45本抽出し、それらを⑴薬剤を施与、⑵薬剤

施与と同等の前加工を樹に施すが、薬剤を施与しないも

の、⑶通常の方法で漆を採取するものの３種類のグルー

プに分け、各グループから上記の方法で漆を採取し、１

本あたりの分泌量、採取開始から終了までの分泌量の変

化、期間ごとの採取量の変化、総合的な分泌量を比較解

析する事により、薬剤の効果を検証することにした。

２－２　漆液の基本的特性の計測と分析２－２　漆液の基本的特性の計測と分析２－２　漆液の基本的特性の計測と分析２－２　漆液の基本的特性の計測と分析２－２　漆液の基本的特性の計測と分析

　薬剤施与により、漆液の採取が増加しても、得られた

漆液の品質が従来の手法で採取されている漆液と同等以

上でなければ、その効果は有効とは言えない。そこで、

得られた漆液の品質について検証し、通常の漆液との比

較を行うことが必要になる。

　また、漆液の品質評価については従来から、液体につ

いては成分分析と粘度、硬化した塗膜については、硬化

時間、硬度、密着力、表面状態、硬化塗膜の色及び透明

度等の事項により判定を行っている。しかし、これらの

事項については特定の装置・環境が必要になったり、特

定の技術が必要とされる項目が多く、簡便に総合的な品

質評価を行うことは困難である。また、当センター等で
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これまで行ってきた漆液の品質評価に関する研究から、

漆液、塗膜の物理的諸特性の間には強く関係し合ってい

る特性が多く存在し、諸特性間の相関を明確にすること

で、特定項目の分析だけで、総合的な品質の推定が高い

精度で行える可能性が示唆されている。

　採取直後の漆液の計測で、漆液の品質評価や精製加工

後の漆液の特性が予測できるようになれば、採取業者に

よる品質評価を行うことができ、製品の品質安定化に大

きく寄与できる。

　上記の可能性を検証するために、今回の漆分泌量増加

技術の検討と併せて、漆の成分分析及び各種物理量測定

の結果をもとに、各評価項目の測定値を変数として、各

変数間の相関を抽出し、他の評価項目の値を代表できる

評価項目が存在するかを検討することにより、手法の有

効性を検証することにした。分析の対象は、①成分、硬

化時間などの品質的に見た薬剤施用の効果の検証と、②

成分、硬化時間などの品質的に見た時期別漆液の傾向の

２項目である。

　分析では、まず、相関分析により、おのおのの 2変数

間の相関を見た。次に薬剤施用方法や採取時期のグルー

プ間の差があるかどうかを一元配置の分散分析により、

検定した。分析結果に差が見られた場合は、どのグルー

プ間に差があるのかを多重比較により調べた。

　分析に変数として用いた、測定項目を表１に示す。

２－３　速乾性漆液加工装置の開発２－３　速乾性漆液加工装置の開発２－３　速乾性漆液加工装置の開発２－３　速乾性漆液加工装置の開発２－３　速乾性漆液加工装置の開発

　一般的に漆液は非常に強度が高く、合成樹脂塗料、天

然樹脂塗料を通じて、最も優れた性能を持っていると言

われているが、硬化時間が６時間から８時間と、極めて

長い時間を必要とする。このため、漆製品の塗装には、

夜中に漆を硬化させる等の配慮が作業の合理化の観点で

必要になり、なかなか他の分野に活用されないでいる。

　当センターでは平成 11年度に、大野村商工会からの

受託研究として漆液の硬化時間の短縮化に関する研究を

実施し、速乾性漆を用いた漆液のスプレー塗装技術を開

発した。このスプレー塗装で用いる「いっかけ漆」と呼

ばれる漆液は約 40分と極めて短時間で硬化するので、

大量に加工できれば様々な分野での利用が可能になる。

　伝統的な漆芸技法においては、急速な硬化が必要な場

合や、金属箔等の接着に用いる場合に「いっかけ漆」と

呼ばれる漆液を造ってこれらの用途に使用する。

　漆液はその硬化に温度と湿度を必要とし、通常は温度

が 20℃～ 28℃、湿度が 70％ＲＨ～ 80％ＲＨの範囲で

硬化する。漆液を上記の雰囲気中に放置しておくと酸化

重合反応が起こり、分子の結合が促進され液体から硬化

して、固体へと変位する。

　「いっかけ漆」とは漆液を上記雰囲気中に放置し、硬

化が始まった時点で漆液を攪拌して液状を保たせて再度

放置し、硬化直前に攪拌する作業を漆液の固体化に要す

る時間以上繰り返して製作する。　

　そのために、通常であれば固体化しているが、攪拌作

業によって固体化が妨げられ、固体化の条件が整えば、

極めて急速に硬化する。研究ではこのいっかけ漆を通常

の塗装に用いる材料として使用するための加工条件、硬

化時間、塗膜強度等について検討を行い、通常の生漆に

比べて 10倍早い速度で硬化し、通常の漆塗膜と同等の

強度を持っていることが確認できた。本研究では、この

いっかけ漆を一度に大量に加工するための、加工装置に

ついて、これまでの研究で明らかになった条件を作業機

構に組み込む方法を検討し、装置の開発を行った。

　　　３　実験結果　　　　　　３　実験結果　　　　　　３　実験結果　　　　　　３　実験結果　　　　　　３　実験結果　　　

３－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討３－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討３－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討３－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討３－１　薬剤施与による漆液分泌量増加の検討

　漆液の薬剤施与試験については合計 1080のサンプル

について採取量の計測を行った。採取量の総量について

は若干薬剤施与の漆樹の方が採取量が多かった。採取量

の比較を図１に示す。また、これら個々のサンプルをも

とに、林業技術センターにおいて、⑴薬剤の施与、⑵薬

剤の施与と同等の加工を樹に施すが、薬剤を施与しない

もの、⑶通常の方法で漆を採取したもの３種類の収量に

ついて重回帰分析と検定を行い、薬剤施与による増加の

効果の検証を行った。結果の詳細は林業技術センターか

ら報告されるので、本報告では割愛する。

３－２　漆液の基本的特性の計測と分析３－２　漆液の基本的特性の計測と分析３－２　漆液の基本的特性の計測と分析３－２　漆液の基本的特性の計測と分析３－２　漆液の基本的特性の計測と分析

３－２－１　相関分析の結果３－２－１　相関分析の結果３－２－１　相関分析の結果３－２－１　相関分析の結果３－２－１　相関分析の結果

　各要素の相関マトリックスを表ー２に示すが、相関分

析からは下記の関係が見られた。　　

　採取時期でみられる特徴については、採取時期が進む

　表－１　分析に使用した変数



漆液及び塗膜評価技術の確立

と、ゴム質の割合は減少し、含窒素物は増加する。

　成分構成については、全体的に、ゴム質が多い漆は含

窒素物・水分も多く、ウルシオールの割合が少ない。

　漆液の粘度については、ゴム質が増加すると粘度が上

がる。また、採取重量が多い時期は、漆の粘度は低い。

一般的に、粘度は漆の硬化時間、塗膜強度と大きく関係

していると言われているが、今回の分析では関係は見ら

れなかった。

　硬化時間については、漆の成分は、初期の硬化時間

（KOKA1）よりも、最終的な硬化時（KOKA3）と深く

関わる。水分の割合が多いと硬化が早く、ウルシオール

の割合が多いと硬化は遅い。

　物理的強度（引張強さ・密着力）については、他の変

数との相関がほとんどなく、今回の測定項目から物理的

強度を予測することは できず、JISの成分分析法では、

品質評価にそれほど寄与しないことが分かった。

　通常の方法で採取された漆だけに見られた傾向として

は、ゴム質と含窒素物に正の相関が見られ、ゴム質の割

合が多い場合、粘度が高く密着力が低い。

　無処理漆だけに見られた傾向として、水分と硬化時間

の相関は見られなかった。

　薬剤施用漆の特徴としては、成分中の水分が顕著に増

加する。成分割合は薬剤と無処理に同じ傾向が見られ、

これは、薬剤や薬剤施与のために樹にあけた穴が成分バ

ランスを崩すことを示唆している。また、硬化時間は早

　　　　　　　　　　　　　　　表－２　漆液相関分析による相関係数のマトリックス
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　　　　図１　各方法による採取量の比較
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くなるが、塗膜の引張強度や密着性は低下する。

３－２－２　分散分析３－２－２　分散分析３－２－２　分散分析３－２－２　分散分析３－２－２　分散分析・・・・・多重比較結果多重比較結果多重比較結果多重比較結果多重比較結果

　薬剤施用のグループ差について、分散分析・多重比較

を行ったが、通常の採取法による漆液はウルシオールが

多く、水分が少ない。また、乾燥時間が遅いという結果

がでた。薬剤施与で得られた漆液は、塗膜強度が若干下

がる結果であった。

　次に、採取時期による違いについての結果は、初辺

（はつへん：最初の１ヶ月間に採取した漆液）はゴム質

の割合が多い。盛辺（さかりへん：８月中に採取した漆

液）、末辺（すえへん：10月中の漆液）のウルシオール

の割合が高い傾向がある。また、（KOKA2）が初辺と盛

辺（硬化遅い）、遅辺（おそへん：９月中の漆液）と末

辺（硬化早い）にグループ化することができた。強度な

どその他の点での明確な違いは見られなかった。

３－３－３　速乾性漆液加工装置の開発３－３－３　速乾性漆液加工装置の開発３－３－３　速乾性漆液加工装置の開発３－３－３　速乾性漆液加工装置の開発３－３－３　速乾性漆液加工装置の開発

　昨年度までの研究で、速乾性漆液の加工については、

特定温湿度環境下で、一定間隔で攪拌と放置が必要なこ

とが分かり、さらにそれら攪拌、放置時間を時間の経過

に従って短くする必要があることが分かったため、生漆

の平均的な硬化時間である 400分を総合加工時間として

その総合加工時間を３つの段階に分け、それらの各段階

ごとに攪拌、放置時間を設定でき、３つの段階を追って

加工を行う制御系について、有限会社マベチエンジニア

リングと協議し、時間設定系の設計を行った。また、こ

の制御系で駆動する攪拌機構については、従前の試験か

ら、漆液の粘度が非常に高くなり、通常の漆液の精製加

工のような回転はねの使用が不可能であることが分かっ

ていたため、ローラーの回転による攪拌機構を考え、具

体的な装置の基本設計を行い、有限会社マベチエンジニ

アリングにより、装置の試作を行った。試作した装置の

写真を図 2に示す。

　　　４　結　　　言　　　４　結　　　言　　　４　結　　　言　　　４　結　　　言　　　４　結　　　言

　今回の検討により、薬剤施与により採取した漆液は、

成分構成については水分量が他の漆に比べて多いことが

判明した。漆液の収量については、林業技術センターの

解析により有意差を持った増加が認められているが、漆

液の増加分が水分である可能性も示唆された。しかし、

薬剤施与により得られた漆液は硬化時間が他のものに比

べて短く、硬化に時間がかかることが欠点とされている

浄法寺産の漆液にとっては、品質改善につながる可能性

も示唆された。

　一般的に、漆液の性質は採取時期により大きく異なる

ことが分かっているが、今回行った分析により、採取時

期ごとの漆液の相違点、共通点が漆液の特性によって表

現できることが分かった。例えば、初辺と遅辺の漆液は

見た目の状態や成分構成は似かよっているが、性質的に

は異なるグループに位置づけられ、混合等により相互の

欠点を補うことが可能である。混合等により品質が向上

し、従来は活用方法も少なかった漆液の使途を拡大する

可能性が見いだせた。今回の試験により、漆液の粘度や

水分の含有量が漆塗膜の特性と強い相関を持つことが確

認された。今後、各種特性の計測データを蓄積すること

により、漆液の状態で計測できる特性値から、その漆液

が精製加工され、塗膜になった状態での性能評価ができ

ることが判明した。

　速乾性漆の加工装置では一度に５ｋｇ程度の漆液を加

工でき、漆器製造業、家具製造業等にとって作業の効率

を劇的に向上させる可能性を見いだした。特に、家具製

造業にとっては硬化時間の短縮による作業効率の向上に

加えて、高温、高湿の状況下に長時間家具を放置する必

要がなくなり、湿度による製品の変形等を押さえられる

ことで、製品の歩留まりの向上が期待できる。

　本事業において、漆液の性能評価を新しい観点から行

うことの有効性が見いだされたが、薬剤施与については

施与するの薬剤の量、施与の時期、回数など具体的な方

法の検討を行うことで、漆液の増収の他、品質の改善も

行も行うことが期待できる。また、漆液の様々な特性を

総合的に分析することにより、従来の常識では見いだせ

なかった漆液の性質を特定できることが予想され、変数

の量を増やしてこの分析手法の確立を向上させることが

望まれる。
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　　　　図2　試作した速乾性漆液加工装置


